
ＪＡ自己改革推進レポートについて 

 

令和６年１１月２５日 

ＪＡ鳥取県中央会 

１．ＪＡ自己改革実践状況 

（１）ＪＡ鳥取西部の取り組み 

①各支所で「支所まつり」を開催 

  ＪＡ鳥取西部は、１０月上旬から１１月

下旬にかけ、各支所で「ＪＡまつり」を開

催した。 

米子弓浜支所、境港支所は１０月５日、

１２日に「ＪＡまつり」を開催。会場で

は、地元女性会員らによる「白ねぎ音頭」

の踊りの他、生産部や青壮年部によるフリ

ーマーケットや飲食コーナー、新鮮な農産

物の販売が行われた。地域住民との交流を

深め、会場は大いに賑わった。  

 

②ねんりんピックでＪＡ鳥取西部の特産品をＰＲ 

  ＪＡ鳥取西部は１０月１９日、「ねんり

んピックはばたけ鳥取２０２４」を盛り上

げるため、米子市の県立武道館の屋外出店

ブースで同ＪＡ特産品の柿「輝太郎」・梨

「新興」、ＧＡＢＡ米のパックごはんを販

売した。 

  同会場では、２種目（剣道・弓道）が開

催されており、県内外から多くのねんりん

ピック出場選手が訪れ、同ＪＡの特産品を

ＰＲすることができた。  

  

        以上 


